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人口減少の山間地域における「集落水道」問題

一一安倍川源流域の静岡市梅ヶ島地区の調査から一一

藤本穣彦 ・伊東さのチ

1.はじめに

水道普及率が指し示すもの

水道の普及は近代化のひとつのバロメーターである。日本の水道普及率は.

1950年時点で26.2%に過ぎず.農山村の多くでは沢の表流水.湧水.地下水

など生活に身近な水源を生活用水として利用していた。高度経済成長期の

1978年に. 日本の水道普及率は90.3%に達した。以降 「国民皆水道時代Jが

到来したと言われ.2015年時点で97.9%と高水準を示している。現在の私た

ちは，生活用水のほぼ全量を蛇口から供給される水道水に拠っている (1 )。

ただし水道普及率が指し示す内容を検討してみると.20日年の総人口

127.102.390人のうち.現在給水人口は124.403.567人であり.2.692.823人が水

道未普及人口となる (2)。

水道政策の転換点

日本の水道政策は.社会構造の変動と共に転換点を迎えている。水道政策

は 「水道ビジョンJ(2004年策定)にそって実施されているが， 2013年に新

しい水道ビジョン=i新水道ビジョン」が公表され.水道政策の方針が転換

した。水需要の成長を主題とした拡大と増設の水道政策から.人口減少社会

を正面に捉え.さ らには東日本大震災などの経験を受け止めて災害対策の視

点を盛り込んだ水道政策へと転換する方針が示されたわけである。給水人口

と水道需要の減少を前提として，水道イ ンフラの維持・更新仁給水サービ

スの充実を同時に実現していくにはどうするかの検討が全国的に開始されて

いる (3)。
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水道と地域社会

水道と地域社会は密接に関係している。近代化，都市化の過程で， 水道の

導入が地域社会に与えたインパクト を分析した事例研究に以下の3点があ

る。

琵琶湖の前川流域の研究では 川の水を利用して生活していた住民の.川

への注目と美に対する規範が.簡易水道の開通を経てゆらいでいく過程が記

述されている。住民が開通した簡易水道は.中央簡易水道に統合され町管

理となった。その結果.住民にとって水道は消費的意味しかもたなくなっ

たは)。

東京都板橋区の研究では.1950年代以降に人口が急増していくなかで都市

インフラが再編されていく過程に照準を合わせている。板橋区内の各地で組

合水道が解散し都の水道へと編成されていく過程が記述され，転換期の問

題点が議論されている 何}。

沖縄本島恩納村におけるリゾート開発のための水需要創出と導水計画策定

の過程を分析した研究では，次のような鋭い批判が加えられている。「無限

に脹らむ水需要は.地域外の水資源を求め.よ り広範な水開発を押し進め.

水を中央集権的な価格制度の枠組みに組み込みながら.地域内治と環境を破

壊してきている。というのが.水行政の 『近代化jとでも呼ばれる経緯のあ

らま しではないだろう治、J(6)，と。

これらの研究は.開発と近代化のインパクトを地域社会と住民はどのよう

に受け止めたかについて.水道インフラの延伸と統合 (すなわち，それまで

の水道の境止を意味する)に注目 して社会問題化したものである。「水の近

代化Jに注目した研究者たちは.開発のインパクトを敏感にキャッチした住

民の聞いと戸惑いを発信してきた。

研究の目的

しかし現荘の水道未普及地域をみてみると， I摘発や都市化の対象となって

きた地域では必ずしもない。水道未普及地域とはどのような場所なのだろう

か。この点について，地理学者の新見治が興味深い分析を行なっている。

水道普及率のかなり低い市町村も多数存在するが，これらの中には，
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環境庁の名水百選に選定された秋田県六郷町.福井県大野市.愛媛県西

条市などの水都も含まれている。これらの地域では.豊富で水質的にも

優れた地下水や湧水を各家で利用しており.あえて公共の水道施設を必

要としない状態にある。とはいえ， 工業や消雪用地下水の過剰開発によ

って，井戸がれや地撤沈下などが発生したところもあり.住民と自治体

は自らの生活と環境にかかわる問題として地下水管理のあり方を模索し

ている。他方.中園地方の内陸部などにも水道普及率の低いところがあ

る。ここでは集落が各水系に分散していること，大量の水源の確保が困

難であること.さらに良質の地下水や谷水が得られたこともあって.小

規模分散型の水利用体系が支配的であり，全域をカバーするような水道

施設の建設は一般的ではなかった (710

水道未普及地域のなかには.地域住民が生活のための水を自給し.自治し

てきた場所がある。それはどのような条件.方法，範閤.組織で可能となっ

ているのだろうか。現在どのような謀題に直面しているのだろうか (あるい

は課題は無いのか)。本稿では.水道未普及地域の存在を 「水を自治してき

た地域Jと捉え，今日まで生活のための水を自給することを可能にしている

社会的背景，管理方法.組織形態などを現地調査により明らかにする。

論述の手順は次の通りであるo まず研究の対象と方法を述べる。調査対象

である梅ヶ烏地区の概要を述べ，水道未普及の山間地域における水道問題に

関する分析視角を設定する。次に安倍川流域の社会史を分析し源流圏とし

ての梅ヶ島地区の地理的特徴と水との関わりを明らかにするo それをふまえ

て 梅ヶ島地区の小規模水道組合について事例研究を行い.生活のための水

を(1治する実践が創出している社会的機能を考察するo 最後に今後の課題を

悦示するo

2.研究の対象と方法

研究の対象一一梅ヶ島地区 (静岡市)

市では研究の対象と分析視角.研究の方法を述べる。研究の対象とした

のけ宜的川源流域の梅ヶ島地区である(図1)。
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図1 梅ヶ島地区の位置 (筆者作成)

梅ケ島地区は.静岡市中心部から約50km北上した山間部に位置する。総

面積は92.27km2で.そのうち93%は山地であるは}。 梅ヶ島地区では，全域

が静岡市の水道事業の給水区域外であり.すべての集落で水道組合を自主的

に組織して.生活のための水を自給している。

行政運営の経緯としては.1889年に梅ヶ島村が入島村を吸収しており.こ

の範囲が現在の梅ヶ島地区にあたる。その後1969年に，梅ヶ島村は静岡市に

編入され.現在は葵区の一部となっている。

「梅ヶ島Jの地名の由来は諸説ある。最初の集落が谷間の中州に形成され.

その集落を取り囲むように流れる川の両岸に梅の木が群生していたという説

や.1630年代に生じた洪水被害から.山崩れによって流出した土砂が集落を

押し流し埋没したことから「埋ヶ島Jと呼ばれるようになったものが転じた

という説もある (9)。地区内には9つの自治会があり，山の峰や川沿いの堆

積地に分散して形成されている。平坦地はほとんどみられず.住居や畑地は

斜面の一部を造成して作られたものが多い。

人口についてみると.旧梅ヶ島村が誕生した直後の1891年は190世帯1.142

名.最大は1955年の346世帯1.855名であった。2016年の人口は163世帯427名
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である。故大時の1955年と比べて，世帯減少率は52.8%. 人口減少率は77.0

%である。現在の人口・世帯数ともに.旧梅ヶ島村が誕生した時よりも少な

し、 (10)。

調査の方法と分析視角

調査の方法と分析視角について述べる。水道法 (1957年制定 /2∞l年改
正)では.水道事業とは「一般の需要に応じて.水道により水を供給する事

業をいう。ただし給水人1'1が100人以下である水道によるものを除くJ(第

3条第2項)と定殺されている。これに対し本稿では.水道法で定められた

水道事業の対象外である「給水人口が100人以下の水道Jを制査対象とする。

このような生活のための水を自給することを宅題とした小規模水道組合の

研究は少ない。直接的な先行研究となるものは.管見の|製り次の2点である。

愛知県内7つの小規模水道組合 (うち2事例が給水人口100人以下)を対

象に行われた調査では.次の項目について聞き取りが行われている。給水規

模と対象 (給水開始年，給水人口，給水対象. 1日最大給水量).組合組織

の形成過程 (きっかけと経緯.初期費用，新規加入の可脊.ルールづくり)• 

組合の規約 (種類と記載内符).組織構成 (水源の積類.水源の場所.組織

榊成とその範囲).組合組織の運営 (手当てと謝礼.負担金の設定.集金n

il~) (11) 

調査の目的は異なるが.福島県 (相双保健福祉事務所.相双地方振興局). 

川内村.福島大学による調査も先行研究として位置づけられる。)11内村の全

戸を対象としたアンケート調査.水質調査.水量調査.聞き取り調査を組み

合わせて. 地域の水利用の状態，水文環境，住民のニーズが明らかにされて

いる。「全戸アンケート調査Jでは.r飲料水(自己水源)の穂類J.r井戸の
深さJ.r井戸掘削時期J.r満足感/不満感J.r水量の充起感J.r水質の安心
感 不安感J.r井戸回収の状況J.rもし村営水道ができた場合に村営水道を
flJJII rるかJ.r水道料金jの調査項目が設けられ.水道将人に対する村民の
必訓か分析されている(12)。

、ニれらの先行研究を手がかりに，水道組合の成りたち.給水規模と給水対

象.組織述併のルール.水源管理と共同作業のルール.水源の積類.取水方

払(-ついての質問項目を作成したo ただし質問項目は悶定せず.聞き取り調

社会概論究惜10号日|



査中に適宜リパイズした。

また梅ヶ島地区は安倍川の源流圏にあたることから，生活のための水の利

用は安倍川の社会史と深い関係にあると考えた。そのため聞き取り調査に先

立ち.安倍川流域の郷上資料と土木工事関係の資料を収集 ・分析し安倍川

流域の社会史年表を作成した (資料を参照)。聞き取りの際には年表を持参

し安倍川流域に起こった出来事を共有しながら.集落や生活と水道の関係

性について探究した。このように流域の社会史に即して.生活のための水を

捉えた点に本稿の特徴がある。

調査期間は2017年5月19日-..9月2日である。調査対-象は本道組合長と水

道管理のキー・パースンとなっている住民であり， 16人に対してのべ34回

(各凶2-3時間続度)のインタビューを行った。聞き取り調査と並行して，

水源と取水方法.給水システムについて土木技術的な側面から踏査を行い，

現状を評価した。調査で得-られたデータはフィールドノーツにまとめ，分析

のためのデータセットとした。

3.安倍川流域の社会史

本章では安倍川流域の社会史を概観し.梅ヶ島地区の事例研究を行うため

の基礎的準備を控える。源流域の地域社会と水の文化形成には，自然環境か

らの影響や災害.政策と工事が深く関わっている。以下では安倍111流域の特

徴を 「自然・地理J.r災害J，r社会 ・文化的まとま りJの3点から考察する。

安倍川の自然・地理

安倍)11は.静岡市北端，梅ヶ島地区の大谷崩(標高1999.7m)に源を発し，

静岡市街地を貫流したのち駿河湾に至る。幹川流路延長51km.流域面積

567km2の一級河川である (13)。

日本有数の急傾斜直下型河川 (東海型河川とも呼ばれる)であり. 平常時

は広いJ11幅に対して少量の表流水であるが，豪雨時は川幅一杯に濁流が流れ

出す。安倍川は河床勾配が非常に急で，流域内の崩壊地から多量の土砂が流

れ出るため 「急流土砂河川IJに分類されている (14)。

地質的にも.安倍川流域は破砕しやすい。安倍川流域の大部分は.頁岩(l5)
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を主とする瀬戸川群層に属し，西の笹山構造線.東の糸魚川一静岡構造線.

十枚山構造線の双方から影響を受ける。そのため安倍川流域の地層は動きや

すい。

水の側面からみると.安倍)11から押し出された土砂が堆積している静岡平

野の地下には，J享ぃ砂磯層が形成され，豊富な地下水が漏養されている。と

りわけ静岡平野北部の山麓付近と南部では. 門噴帯が発達しており.多量の

地下水が利用されている。例えば駿河区 (静岡平野の南部.おおむね静岡駅

より南側)では.水道水の全量を地下水から得ているo 12の取水場から18の

深井戸(うち2ヵ所は予備井戸)が設けられ.施設ベースで日量84.050m3(予

備井戸は除く )の取水が可能である(l6)。

安倍川の災害

安倍川流域の大きな風水害として次の10件が記録されている。1722年 (享

保7年)，1757年 (宝暦7年).1792年 (寛政4年).1768年 (明和5年)• 

1828年 (文政11年)，1862年 (明治40年).1904年 (明治40年).1914年 (大

正3年).1966年 (昭和41年)，1974年 (昭和49年)。上流域では.増水と同

11与に出水し.山地崩壊が生じる事例が大半を占めている。これに対して下流

域では，増水による橋の流失.堤防決壊による氾濫や生活域への浸水が目立

ィコ ( 17)。

安情川本流の堤防が決壊する時には，多量の土砂を含んだ水が流出するた

め• i"J岸に近接する土地では瞬時に水が押し迫る。土砂流出量が多く， 天井

川にな りやすい安倍川の特性から.河岸の度重なる水害をi坊ぐことは容易で

はなかった。近年では砂防対策がすすみ.大災害には歪らない場合が多い。

/・だし依然として.静岡市内から上流域に向かう安倍川沿いの県道では豪雨

II ，~ や長 1:I:j後の t砂崩れが絶えず. しばしば通行止めとなるo

のような採れやすい安倍J11と対峠する流域の人々の問では.神仏に祈り.

~ CI) )Jll II~によ っ て水害を免れるための信仰 ・ 文化が発達してきた記録もある0

1111川流峨には数多くの川除地蔵や水神が杷られており，様々な地区で川や

水ドらなむイ1:Ij I q i 'J1.が現在でも続けられている (18)。
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流域の社会・文化的まとまり

弥生時代，安倍川下流域の登呂には水田や井戸が整備され.人々の定住が

進んでいた。水田開発にくわえ，交通と物流が!f.くから発達していたため，

鎌倉時代には，賎機山周辺の荘園を中心として.水田耕作を行う集落が栄え

ていた記録もある。室町時代に入ると，駿府は-*西交通や政治拠点として発

展したため，平野内で分流していた安倍川に対し，今川氏による河道整備が

行なわれたo江戸時代になると幕府の新聞開発が盛んに行われ，新田を守

るための堤防築堤も進んだ。さらに徳川時代の安倍川治水工事の結果.市内

中心部の駿府城の堀に導水を行う「駿府用水Jが充実し，城下町全体への用

水供給も行なわれるようになった。駿府用水の利用は，やがて南東部(高松

や大谷方面)まで拡大した (19)。

これに反して上流域では，米作が普及せず，材木の切り出しゃ椎茸，わさ

ぴ、栽培が主流であったoまた今111.武田，徳川時代を通じて金山開発が行な

われ.時の政権運営の財源となった。だが金山掛匿のためか，明治時代にな

るまで渡村 (中流域)より以北への道の開削が禁じられていたと言われてい

るo したがって源流域の梅ヶ島地区は，下流の駿何よりも.山向こうの甲州

方而.大井川源流域の井川地区(現静岡市)や本川根地域(現川根本町)と

の貿易や交流が活発であったと記録されている (20)。

4.事例研究 :梅ヶ島地区の小規模水道組合

梅ヶ島の地域組織

梅ヶ島地区の小規模水道組合について分析する。まず梅ヶ島地区の地域組

織 (組， 集落，自治会，連合町内会)を整理しておく。梅ヶ島地区には上位

組織として1つの連合町内会が設置されている。連合自治会は旧梅ヶ島村の

範囲に一致し 小・中学校区と重なる。連合町内会の下に9つの自治会 (温

泉.新聞，赤水，大代. 戸持.本村.関之沢，入島.藤代)が置かれている。

さらに各自治会の下位組織に組がある。自治会の範囲は集落(集落の範囲は

おおむね大字に一致)とイコールではなく，複数集落が集まってひとつの自

治会が形成されている場合もある。そのため回覧板の範囲など地域活動の最

小単位は組となっているo組の範聞は小字の範聞に相当する住居のまとまり
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ごとにおおむね分けられているが，決まった基準はない。近年の他出や人口

減少により組の統合が進んでいる。以上のように地域組織は「連合町内会一

自治会一組」の順に組織されており，集落には地域経営上の役目はない。し

かし地域住民の生活意識としては「集落jの意識が最も強く，基本的な日々

の活動は集落単位で組み立てられている。

梅ヶ島の小規模水道組合

梅ケ島地区で確認できた17組の小規模水道組合を表1にまとめた。水道組

合は自治会や組など何らかの地域組織や集落と一致しているわけではなく，

自治会のなかに複数成立したり，集落を越えて成立したりしているものもあ

る。ただし自治会を越えて組織された水道組合はない。

17組合のうち4組合については.その存在を確認することはできたものの.

データを得ることができなかったo このほかにも 1軒のみで取水している家

や，組合化せず数軒で取水しているところもあり，梅ヶ島地区内の全ての水

道を把握することは難しい。

表 1 梅ヶ島地区の小規模水道組合 (筆者作成)

自治会
給水

水源の 給水 浄水 施股
組合名称

(集落)
人口

種類 方式 施訟 鍾エ年
行政補助 (年)

(人)

温泉 自然 消毒
1 悔ケ島;温泉 30 表流水 1998 1993 

(温泉) 流下 のみ

新図 自然 1991. 2010. 
2 丸山水道組合 91 湧水 なし 1959 

(新国) 流下 2011 

スヤマ沢水道組 新図
3 
合 (新図)

不明 表流7)< 不明 なし 1959 

水源地共同利用 赤水
4 不明 不明 不明 不明 不明
( L) (赤水)

一
水源地共同利用 赤水

目 不明 不明 不明 不明 不明
(2) (赤水)

一
6 大ザル水道組合

大代
30 

(大ザレ)
署長流水

自然

流下
不明 1950 

一
大代 自然

7 大代水道組合 34 表流水 なし 1932 1996 
(大代) 流下

一
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孫佐水道組合
戸持

8 
{孫佐島)

不明 不明 不明 不明 不明

戸干寺 自然
9 戸符上組 14 表涜水 なし 不明 1992 

{戸持) 流下

戸事寺下組水道組 戸持 自然 j向司E
10 20 湧水 1995 1995 

4E』3 {戸持) 涜下 のみ

大野木地区共同 戸十寺 自然 消毒 2011. 2013. 
11 {大野本) 39 湧水 不明
水道組合 流下 のみ 2014 

12 六郎木水道絡会
関之j尺
{六郎木) 8 浅井戸

自然

流下
なし 1993 1993 

関之沢 自然 消毒
13 関の沢水道組合 55 湧水 不明 2013 

{関之沢) 流下 のみ

関之j尺 自然 消毒
14 関の漂中絶 30 表流水 1996 1996 

{関之j尺) 流下 のみ

関ノ沢下組水道 関之沢
15 不明 不明 不明 不明 不明
組合 {関之沢}

入島 自然
16 入島水道組合 41 伏流水 なし 1968 2014. 2015 

(入島) 流下

入島 自然
17 湯ノ森水道組合 66 浅弁戸 なし 2008 2007 

{湯の森) 流下 1

給水人口が最も少ない組織は六郎木水道組合の8名.最も多い組織は丸山

水道組合の91名である。水源の種類は.表流水が6組合.湧水が4組合，浅井

戸が2組合.伏流水が1組合である。給水方式は，不明を除く 12組合が.自然

流下方式で各世帯へと配水している。浄水施設の有無については. 7組合が

浄水施設を持たず. 4組合が消毒のみを行なっている。最も古い施設で1932

年の工事記録があり.1950年代に3組合で工事が行なわれている。その他10

組合が何らかの行政補助を得て.浄水施設や配水管の℃事を行なっている則。

集落と水道

詳細なデータを収集することができた3組合 (丸山水道組合.大代水道組

合.入島水道組合)について分析する(図2)03組合には水道組合日誌:r丸
山水道組合日誌J(2017年6月4日収集)，r大代上水道上水道当番帳J(2017 
年5月31日収集).r入島水道組合管理簿J(2017年6月16日収集)が存在し
維持管理作業の記録が残っていた。これらの水道組合日誌の内容分析と聞き

住L
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一ー寸 広 島水道唾 j

- 藤代

図2 自治会の配置と調査対象の水道組合 (筆者作成)

取り調査により.それぞれの小規模水道組合がいかにして生活の水を~ì"Î:Jlllし

給水しているかを明らかにしていく。

まずはそれぞれの水道組合と集落との関係について考察する。

九山水道組合は新川向治会を主たる給水範閤とする。新IIIn治会は新田と
平木の2t良部から構成される。新田自治会は5キ11から成り. 1-4組は新旧

集格内にあり I下水集落は5組にあたる。

大代自治会は大代と大ザレの2集落から構成される。大代n治会は3組か
らなり.下村がl組. t村と花崎が2組，大ザレが3組にあたる。このうち

大代水道組合は 1. 2組を給水範囲とし大代集部の範囲と一致する。

入品自治会は入品と湯の森集落の2集落から構成される。入山n治会は3
組からなり. 1-3組は入烏集落内にあり.湯の森集合与に4. 5組がある。

入島水道組合は.入烏集落内の 1. 2組を主たる給水範囲とする。

地域住民の生活意識では 「集落J意識が強く，基本的な日々の活動単位と

なっている。しかし水道組合の給水範囲 (組織範囲)は. 自治会や組.集落
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のどれとも一致しない。もちろん水道の仕組みと，集落や地域組織の歴史に

は密接な関係があるが，組織形成のプロセスが異なるためである。

このように考えると本稿が対象とする小規模水道は， rコミュニティ水道」
と呼ぶことが適当かもしれない。ただし聞き取り調査の際に.地域住民の生

活意識とともに f集落水道」と呼ぶことで関心を共有することで.議論が深

められていった経緯がある。事例とする各水道組合についても，完全には一

致しないものの.主たる給水範聞は集落単位に近い。したがって本稿では.

水道法で定められた水道事業の対象外である 「給水人口が100人以下の水道」

で.小規模水道組合が給水する水道を 「集落水道」と定義することにしたい。

水道組合の設立経緯

次にそれぞれの水道組合の設立経緯について考察する。

0丸山水道組合

1957年に大谷崩と大谷川が建設省の直轄砂防工事対象となったことで¥新

聞集落内に建設省の出張所が設置された。時を同じくして東京営林局の治山

事業がはじまったことで水道敷設に必要な材料が集落に支給された。丸山水

道組合の組織化 (1959年)はこれらのことに直接的に起因している。

1970年から着工された大島砂防ダム建設に伴う河床床掘の影響で水源の湧

水量が減少しはじめた。それに対応して1990年頃には，丸山水道組合は現在

の第2水源を確保し十分な給水量を確保している。

。大代水道組合

現在の水源である深沢からの導水は1932年にはじまった。花崎の住民が個

人的に利用するために導水したものである。1945年には.花崎5世帯と上村

のうちの 1世帯で，共同の生活用水利用が行われるようになった。続いて

1950年頃には上村3世帯が.1960年頃には下村5世帯が共同利用に参入する

こととなり水道が一本化された。水道の一本化をうけて. 1966年に，大代水

道組合が組織された。

水道の一本化には.車が通行できる生活道路が集落内へ開通したことと関

連している。1959年に下村(大代集落の南部)から県道までの生活道が開通

k 



した。これによりリヤカーでの荷物の上げ下ろしや， 二輪車の通行が可能と

なった。しかし無舗装の道路は域れやすく.雨が降れば穴だらけになった。

そのため集落では. 2人1組の「水切り当番Jが定められた。水切りの万法

としては.鍬で道に溝を切りながら虚側に水を流し.道の凹凸を補修したそ

うだ。あまりにもひどい時には.集落総出で補修作業を行なうこともあった。

1960年には束京営林局の砂防事業が開始され，濁川林道建設に伴い大代道を

拡幅するため，コンクリートなどの材料が支給された。資材供給を受けて住

民による道路工事が続けられ. 1962年には事通行が可能な道路が完成した。

しかし1962年当時には未だ.集落北部の上村-から束の花崎側へは道路が聞

けておらず.花崎の子どもたちは古い山道を通って大回りで通学していた。子

どもたちがかわいそうだということになり. 1965年に静岡市からの助成を得

て.上村と花崎聞の道路建設がすすめられた。果たして.花崎.上村.下村

を貫通して県道にいたる生活道路 (i大代道Jと呼ばれる)の建設が完了した。

生活道路の一本化を契機に.花崎出身の事業家である志村文蔵 (22)が仲介

に人り.水道の一本化を進めるよう大代側と花崎側の両者をとりもったとい

う記録が残っている。志村からの資金援助を得て.i集落水道J工事が行わ

れた。現在の給水範囲は大代集落に一致するo

道路と水道の一本化以前には，集部内の花的. 仁村.下村-で生活空間が分

かれていた。それぞれに水を溜めておく小さな水場があり.沢や湧水から水

を汲んできては水場に貯め.水場から台所にある水がめへと移し替えて利用

する生活であった。水汲みは女性やチどもの仕事で. 1日に必要な水を確保

するため.朝夕の水汲みは生前に不可欠な日課とされていた {仰。

0入島水道組合

人島水道組合では.豊宮なj勇水や表流水を生活の条件に応じて多様に利用

してきた様子が伺える。例えば下村や中島.奥平といった比較的土地が低い

エリアに住む住民は. 1870年から1930年頃まで金山鉱跡を塞いでそこに水を

溜め.独自の水路を作って水を得ていた。この本を利用して水車を回し.茶

工場の動力源としていた。現在も奥平には古い茶工場が残っている。

これに対して上村は.集落内でも高地にあか家屋の周囲からでる 「しぼ

り水J(湧く ようにでるわけではなく. じわじわと出てくる)を木桶に集め
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て利用していた。上村一帯では.水が出る場所が必ずあり，十分な量ではな

かったが.当時の生活に必要最低限の水は確保できていたという。

水道の共同化がはじまるのは1950年代である。衛生問題が共同化の議論の

出発点だったようだ。1968年に入島水道組合が組織され.入島集落内の大部

分に給水を開始したものの.世帯によっては旧来方式の取水形態が健在であ

り.現在でも集落全体での組合化がなされているわけではない。

給水範囲と対象

次に水道組合の給水範囲と対象を考察する。いずれの組合においても.

般家庭だけでなく，商庖やペンショ ン.集会所や消防詰所などの施設，共同

運営の茶工場などへ給水されている。

丸山水道組合は.新田集落だけでなく草木集落の一部も給水範囲としてい

る。新田集落の一般家庭30戸.ペンション 1戸.公会堂.消防小犀. 茶工場.

その他 (土木業者等の一時的利用)と.草木集落の一般家庭1戸.ペンショ

ン1戸が給水範囲である。新田集落内にはもう一つの水源、であるスヤマ沢か

ら取水を行なっている世帯があり.丸山水道組合の設立以前から取水や給水

を別にしている。そのため，丸山水道組合の設立後はスヤマ沢水道組合を組

織し現在5世帯が加入している。スヤマ沢水道組合についても調査を試み

たが.組合長が他出しており.水道日誌などの記録物もないため有力な情報

を得ることができなかった。

大代水道組合の給水範囲は.同一集落内で完結している。一般家庭12戸.

公会堂，消防小屋.茶工場.別荘1戸，静岡大学宿舎1戸である。その他集

落内の農地や畑，しいたけ農家にも給水している。

入島水道組合の給水範囲は. 一般家庭29戸， 公会堂.消防小屋，茶工場，

事業所2ヶ所，その他(土木業者等の一時的利用)が給水範囲である。集落

内には入島水道組合のほか.上村4世帯による共同取水が1ヶ所(組合化さ

れていないため表 iには収録していない)と. 1世帯での取水がiヶ所ある。

組合組織のルールと組合員

表2は水道組合の運営ルールをまとめたものである。基本的な合意のルー

ルについて，丸山水道組合では総会での合意が基本である。大代水道組合で
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は.水道組合長と自治会長が大きな方針を決定したうえで.自治会の常会に

おいて全員で議論され.合意される。入島水道組合では寄り合いでの合意が

基本である。

組織についてみると， 丸山水道組合は.各組を代表する 5人の役員によっ

て管瑚 ・運営が完結している。組合員には年会費の支払いが求められる。作

業が必要な場合は，組合長が水道組合の役員を中心に芦をかけて行なわれる

ことが多く.組合員全体での共同作業の機会は設けられていない。作業に出

ると手当てが支給される。

大代水道組合では.集落全体での共同作業 (水源までの道の整備も含む)

への参加1にくわえて.輪昏制で水管理作業の割り当てがある。水源での作業

やトラブル対応などの緊急件.の高い作業は男性の組合民が行ない，年1-2

凶の給水タンクの掃除は9:ft単身世帯や老人世帯の組合員が行なう。共同作

業への参加は必須であり.手当てはない。

入島水道組合では作業参加は義務ではない。そのかわり年会費の支払いが

義務とされている。組合長は基本的に1年交代である。 トラブル時の出役や

特別な工事がない限り.組合長は年に l回のタンク掃除の取り まとめと年会

的の集金を行うくらいである。組合員が水道管理や トラブル対応などに出役

した場合.手当てが支給される。

なお組合員の除名や停水などの罰則は.いずれの組合でも設けられていなし、。

表2 水道組合の運営ルール (筆者作成)

新規加

経事章 入の可 組織運営のルール 組合員の緩務 年会費{負担金)

否

一部住民で組織して 可
一般 6.000阿

丸山 いた私的組合を基に 加入金 総会・委員会での合意
年会費の支払い 新国共同製茶組合

組織 の支~い
{作集への参加) 8.000円

ペンション 12.000内

一節住民で組織して 可
水道組合長と自治会

水管理当番

夫代 いた私的組合を~に 加入金
4霊長が方針を決定し，

共同作集への 一律 1.500内

組織 の支弘い
自治会の常会で全体

.加
合意

一部住民で組織して 可
寄り合いでの合意

入島 いた私的組合を基に 加入金 年会費の支払い
一般 3.000円

組織 の支払い
組合長は 1年交代 事業所 15.000円

一
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5. r集落水道Jが生み出す社会的機能

これまで¥地域の水が生活の水としてどのように利用されてきたかを.小

規模水道組合の運営を検討することで考察してきた。以上をふまえて 「集落

水道Jの実銭が創出してきた社会的機能について論じる。

第一に.r集落水道Jの実践 (小規模水道組合の経営)は.地域の水利用
の歴史として蓄積され.共向性の基盤となっている点が挙げられる。例えば

丸山水道組合では，水源を湧水にこだわっている。新田集落を囲むように安

倍大谷川と三河内川(安倍川本流)が流れているが.r川の水を利用するこ
とは本当に困った時ぐらいしかなかったJ.r川の水に頼るより湧水が安心J
という考えが聞かれる。治山整備が十分でない頃.大雨が降るたびに.大谷

崩からの土砂が安倍大谷川へと流出していた記憶が.川の水への不安と湧水

への信頼につながっている。

また丸山水道組合では.砂防工事により第1水源の水量低下を経験してい

る。そのため一般世帯の年会費を値上げして資金を積み立て.今後のトラプ

ルに迅速に対処できるよう備えている。実際今後の不測の事態を見越して.

丸山水道組合は第3水源の選定を始めており.新たな水源開発を計画してい

る。丸山水道組合は.生活の水の安定を将来にわたって確保する社会的役割j

を担い.地域社会の生活インフラを支える組織のひとつとなっている。

大代水道組合についても.道路の開通に成功したことで，水道の一本化へ

の合意形成が進んだ契機があった。元々集落内の3つの生活空間はそれぞれ

に分散して成立していたが 道路と水道を通じて統合されていく過程をみて

きた。水道組合の形成に合わせて「水当番」が設けられ.現在では水道の管

理が集落全体で制度化されている。

しかし集落の小規模高齢化は.r集落水道jの共同運営にも変容を迫って
いる。大代水道組合では.集落から水源までの距離が遠く，集落から水源ま

で高低差140m.距離1.7kmの山道を50分程歩いていくしか手だてがない。

濁川へと流入する渓流(深沢とよばれる)の表流水から直接取水しており，

夏は大雨や台風，秋は落葉，冬は渇水や積雪により断水と水細りが多々生じ

ており.維持管理のための作業が一年に10-11回行われている。現在は9世

~ 



帯で水管理を輪番しているが 高齢化による作業の負担感が増しており.集

落生活の維持にとって決定的な課題が表面化しつつある。

入島水道組合では.他の組合よりも多様な取水形態があった。個々の家の

事情が重視され，共同的というよりも効率的な水管理が行なわれている。例

えば，年会費を支払うことで基本的なメンバーシップを認めたか組合長の

役割を限定的にすることで， 一年交代の輪番制にしたりしている。入島集落

は.梅ケ島地区内でも他出が多く.静岡市内への通勤も多い地区であり.水

道組合の運営は効率化と省力化をせざる得ない状況もある。

第二に.i集落水道Jの実践は，公共の意識をゆるやかに醸成している。

いずれの水道組合も個々の家庭だけでなく.地域内の公共的な施設へも水を

供給していることが公共の意識の醸成に貢献している。

各水道組合の給水は基本的に「自然流下方式Jにより行われ，電動ポンプな

どが不要であり.災害や停電時にも給水することが可能である。そのため集

落の公会堂や消防の詰所への供給を担うのに有効である。このほか3つの組

合とも集落共同の茶工場へと給水している。その他大代水道組合は静岡大学

農学部のフィ ールドキャンパス(空き家を居抜きした活動拠点)へ.入島水道

組合では静岡市の高齢者福祉センターへとそれぞれ給水している。個々の家

庭だけでなく.公共的に意味づけられたこれらの施設へと給水することで，地

域の水を共有して利用する住民の問で公共の意識が少しずつ醸成されている。

組合運営の仕方にも，公共の意識が醸成されるきっかけを観察することが

できる。水道組合に新たに加入しようとすれば，水道組合で加入への合意が

得られ，加入金を支払えば誰でも組合員になれる。組合員となれば.水の使

用量に関して制限はなく，特別な罰則も設けられていない。何か問題が生じ

たらその都度話し合いが行われる。このように合意形成の経験が蓄積される

なかで，メンバーシップが確認され，組合運営のかたちが出来上がってきて

いる。討議と共同作業への参加，資金の積み立て.投資への合意などが繰り

返し行われる 「集落水道Jの実践は.公共意識の隙成に貢献している。

6.おわりに

水道未普及地域の小規模水道組合は.水道事業の対象外であり公的に組織

社会環繍究明暗 U



された水道組合ではないため.これまで包括的に実態を把握することは難し

かった。本稿では.r集落水道Jに注目し.水を自治する住民の集合的な実
践の肢史を研究してきた。小規模水道組合の形成史と運営の実態を明らかに

し地域の水を生活のための水として自給し維持 ・管理してきた仕方を明

らかにしてきた。県たして 「集落水道Jの実践は.集落の中に共向性を帯積

し公共の意識を醸成してきたことを論じた。生活のための水を自ら維持・

管理する実践は.これまで暮らしが繋がれてきた地域社会の生存基盤を確か

める機会となっている。水の自治と集落の自治は連続している。生活のため

の水を自治する日々の実践は. 自治を学刊する機会となっている。

調査で、出会った水を白治してきた人々には. 自立的な生き方の強さがまだ

まだ感じられる。しかし人口減少と高齢化により， r集落水道Jの維持は次
第に厳しくなってきている。「集落水道」への不安は.集落や梅ヶ島地域全

体の未来についての不透明な見通しと共に訴られる。

現在の小規模水道組合の運営方法は変容を迫られている。給水の規模が大

きい入島水道組合と九111水道組合では.以前は設備投資を行い，住民参加で

の管理体制を整えることができた。しかし現花では，対象住民の全員参加は

献しくなか重要なメンテナンスのうち水道引業者に依頼することも11¥てき

ているという。大代水道組合で、は.もともと規模が小さく.高齢化が維持管

理の困難さを直撃している。どの水道組合も.本道の管理.設備更新.組合

運営に頭を悩ませている。

本稿で議論してきたような人円減少の山間地域における f集落水道J問題

は，ょうやく実態を掴めてきたところであり.新しい仕組みゃ制度の研究.

1果樹解決のための社会・技術的な研究は端桁-についたばかりである。今後の

継続的な研究を約束して. 一先ず本稿を閉じることとしたい。

{注]
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1959 ート小学校後 )11谷海tl240m決犠 1960 
舎完成 9月初日 [伊野湾台風1 高度成長llt簸
9月 14・16臼
湯のtl.大河 静岡県「飲料水倹

1961 内村大底土 総jlli等霊備事
砂崩犠交通 lIJ開始
途絶

1964 
梅ケ島村保 大島浪路工(1)着工

東海道斬緯線開通
育所開所 (-1970.3) 
8月2ト23日
入島ー大河内

3月 16-17日勝岡市電話ケーブル浸水
1965 村.本間

娘道土砂胤
100回線不通

れ

[縄ヶ"温東
災曹]

9月 26日
9月 25日中鶴電力配電線25回線(65 湯の島砂防ダム工事

台風 26号に
1966 

よる大象風
中)が 13ヶ所で寸断 着工

旅館三野流
全市の 1/4，15.000戸停電・篭絡不通 (-1968.3) 

失.四事干埋没

死者 26人
静岡・4首ケ島 B月 25-26目小川氾澄

湯の島第2砂防ダム
線敏回土砂 務総40戸床上浸水，八幡・古庄~石図
刷れ・通行止 223戸床下浸水.隻呂台町一得|鼻水溝あ

エ司区清エ

1968 
め ふれ41戸床よ浸水

(-1969.3) 

建E量省直稽区織内砂
利tlJIU韓止

"岡市と合併
..名高速道 東沢谷止エ清エ

1969 {安書官穴ヶ村
路完成 (-1970.2) 

同時}

[七夕岡張市爾日】
7月 7-8日飾 筒量 508mm

1974 安倍川下流減拘置51皇太 大ザレIIT車工着工
死者 23名水.負家傷屋者228名， IUI全半司直 (1986.3継続中}
186戸， .畳 2.796戸.彼害総額

400健
9月23臼
県道路肩決

1986 
11，泉土ー砂創れ 情岡市『飲斜*供

1991 温 入島問
通行止め

給.&UUF鑓備事

"の沢総織
lIJ開始

桁沈下

12月金山ト
2000 

ンネル近〈土
.林水量省『中山

2002 砂崩れ

住民狐立，湿
問地域"直擁支払

泉客足止め
制康J開始

社会環境論究明間刈



9月22-25
日県道へ土

2011 
砂崩簿

梅ケ島信ど
1.2001堂帯
硯立
3月 19日

2013 
県道土砂崩

れによる寸断

500世帯狐立
5月 侮ケ島

3月3目安倍川水力温泉郷が「国
6月 16日狩野嶋・蹟科111合流地点滅 fe竃計画を中古事電力2017 民保養温象

切れ先生
が正式発議地Jに指定さ

れる

出典:静岡市役所企岡部文曾線.1964. r静岡市水道の歴史 (承前)J.rn争岡市史研究紀要j第5号。
梅ヶ応村教育委員会.1968. r機ケ島村村誌J。静例県内務部. 1968. r大井川安俄川流減の林業j。
梅野賢.1991. r安倍川と安倫街道j 明文出版社。柘楠m.1978. r静岡市史館録J.雌史凶符社。
志村考ー.1982. r史街と伝説梅ヶぬ物鰭J.史話と伝説織ケ向物締刊行会。新井正.1987. r天
領梅ケ烏金山史j締ケぬ村史刊行会。建設省静附河川工事事務所・.1988. r安倍川砂防史j。国土
庁土地局面土調査時 1988.r1t(作付11・大井川・菊川地域主嬰水系側管瞥j。建設省静Ifld河川工事
郁務所. 1992. r安情川治水火JoI線開新聞データペース(1985年-2017年6月初日)。

[付肥]

丸山水道組合.大代水道組合.入島水道組合の皆さまに大変お世話になりました。ま

た小泉成伸さんに多くの資料を提供して頂きました。ここに記して御礼申し上げます。

ただし内容に関する一切の責任が筆者にあることは， 古うまでもありません。

なお本稿は.静岡大学地域連携応援プロジェク卜「安情川源流における集落水道の参加

}刊行理1¥: r水の自治Jから集部n治への学習日動J(研究代必:J艇や;棋彦)の成法の一時IS
です。

(ふじもとときひこ/静岡大学農学部准教授/f ujimoto.tokihiko@shlzuoka.ac.jp) 

(いとうさのこ/静岡大学大学院総合科学技術研究科)

~ 


